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第一ペトロ書を読む
釈義と説教

「あなたがたは旅人であり、仮住まいの
身なのです。」（一ペトロ書 2章 11 節）
広大なローマ帝国の辺境で徹底的な少数者の立場に置か

れ、差別と迫害に苦しむキリスト者。

第一ペトロ書は彼らに向けて、自分たちは何者か、何を信

じ、いかに生きるべきかを、力強く明確に語る。

本書はそのメッセージを、《釈義》と《説教》の２部構成

を通して、現代の私たちに生き生きと伝える。

信徒にも説教者にも豊かな学びの一冊。
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日本ナザレン教団小山教会元牧師

ペトロの手紙一は短い手紙ですが、内容はとても
魅力的で、神学的な冒険と挑戦に満ちています。
できるだけ簡潔かつ丁寧に釈義をおこない、それ
を根拠とした説教を心がけました。一ペトロ書で
特に心を動かされるのは、その時代の信仰者に対
する大胆な倫理的勧告の部分です。本書をとおし
て一ペトロ書の魅力を共有していただけるなら、
なによりです。（本書より）


